
  

 

  

 教員との合同研修会 

宇部市環境学習ポータルサイト 

「うべっくる」 

検 索 
 

http://www.ubekuru.com 

う べ っ く る

 

平成 29 年 8 月下旬より中央街区公園の整備事業が開

始され、平成 30 年 3 月末まで工事が続きます。まちな

か環境学習館の建物は工事の対象外ですが、周辺はステ

ージを含めて整備されるので 4 月からは見違えるよう

な環境の中で学習ができるようになります。工事期間は

利用者の皆さんにご不便をおかけしていますが、3月末

まで辛抱していただくようお願いいたします。 

4階の学習室の利用者数は、順調に伸びており、平成

29年 7月 19日に 50,000人を突破しました。9月以降は

上記の周辺工事ため利用者数の伸びが懸念されました

が利用者の皆さんは熱心に学習館に通っておられます。 

自主事業である環境サロン、まちなかエコ市場、まち

なかおそうじ隊につきましても、鋭意努力を重ねてまい

ります。昨年度に引き続き採択された環境省協働取組加

速化事業も順調に成果を挙げつつあります。 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

まちなか環境学習館 館長 薄井洋基 

おめでとうございます。この一年が新たな希望の年になり

ますように！ 

まちなか環境学習館の指定管理第２期は平成30年4月に3年

目に入ります。役員の世代交代や組織運営の合理化について

は、常に努力をしていますが、思うようには進まない現実が

あります。この２年間、環境省事業として、「持続可能な発

展」を目標に、これからの社会を担うこども達が元気に活躍

できる社会づくりに貢献すべく、頑張って参りました。しか

し、何よりも「うべ環境コミュニティー」そのものの持続可

能性が問題であるというのが現実です。 

“銀天エコプラザ”や、ポータルサイト“うべっくる”の

運営は、大変やりがいのある、そして無限の可能性のある仕

事であることを実感していますが、一方でその維持のために

は、多くの縁の下の支えが必要です。事業の成功のためには

「ひと・もの・かね」が必須の要素ですが、中でも「ひと」

が一番大事です。そのためには、お金も必要になり、経営の

才覚も求められ、結局「ひと」次第ということになります。 

 

おそうじ隊は月に一度、まちなか環境学習館周辺や銀天
街アーケードや塩田川、中川などを掃除しています。 

1月２８(日) 15：00～ 
 

学習館前集合・道具不要 

参加者には環境地域通貨エコハ 2 枚進呈！ 

おそうじ後の茶話会で職員と会話をしませんか。 
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1 月 

演題：「子どもと一緒に山を歩こう」 

講師：奥原 辰政さん 

(岩国市立米川小学校教頭) 

日時：平成 30年 1月 20日（土）13:00～15:00  
場所：ヒストリア宇部 ２階 交流ホール  
 行政・民間の環境学習プログラムを教育関係者に活

用していただくために教員と環境学習指導者との合

同研修会を通して、相互交流と相互理解を深めてま

いりたいと考えています。 

 幼保園長に聞く「環境教育」 

演題：「幼少期における体験型学習の重要性とその効果に
ついて」 

講師：今井玲子さん（こぐま保育園） 

中村彰臣さん（若蔦幼稚園園長） 
日時：平成 30年 1月 27 日（土）15:00～17:00  
場所：宇部マテフレッセラテニスコート管理棟内 第１会議室 
 日常的にどろんこ遊びなど豊かな自然体験に力を入れてお

られる保育園と、感謝する心の教育に力を入れておられる

幼稚園のお話をお聞きし、小学校の先生、OBの方々を交

え、幼児教育の重要性について、議論したいと思います。 

世代にとらわれず、「われこそは」と思われる

方、どうぞどんな形でもいいです、自分の好きな

分野で、自分のできる範囲で、手を貸して頂けれ

ばありがたいです。伏してお願い申し上げます。 

 ＮＰＯ法人うべ環境コミュニティー理事長 浮田正夫 

 

1月の 

環境省事業 講演会 
平成 29年度環境省の地域教育力向上のための協働取組加速化事業においては、 

宇部市における環境学習推進のための協働取組を実施しています。 

ご興味のある方は、どなたでもご参加頂ける講演会です。 
皆様のご参加をお待ちしています。 

 ☆お問い合わせ : まちなか環境学習館TEL0836-39-8110 

申込不要 

聴講無料 

 

まちなか環境学習館は７回目の 

正月を迎えることができました。

これもご利用頂いている市民の 

皆様、そして地域の商店街の皆様のご理解、ご協力の賜

物と感謝しています。 

 



 

宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21 号 

交通手段  ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7 分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3 分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX  0836‐39‐8110  E‐mail ubekankyocom@gmail.com 

開館時間   9 時～21 時  HPアドレス；http://ubekuru.com/ 

休館日  毎週火曜日、年末年始（12 月 29 日～１月３日） 

宇部新川駅 

銀天エコプラザ 

快活クラブ 

宇部市役所 

すき家 

ジョイフル 

岡本医院 

CoCo壱番屋 

ANAクラウンプラザ 

ホテル宇部 

 ローソン 

スーパーホテル 

Ｃｉｔｙ宇部 

国道 190号 

真

 
 

締  

「宇部中央」バス停 

 
西京銀行 

東京三菱 

ＵＦＪ銀行 

一人残らず全員に環境意識を 

小学校が、持続可能な社会の形成・環境問題解決のた

めの市民を育てるための役割は大きい。校区に暮らす全

ての子にチャンスを提供するからである。本年度宇部市

から環境教育モデル校として指定をいただいた。理科・

社会科・国語の教科書に環境問題に関連した記述は多い。

私が担任する４年生では、社会科で「ごみの処理と利用」

を学ぶ。 

まず、教室のごみ箱のごみを、新聞紙を広げた机の上に

ひっくり返し、どんな種類のごみがあるか調べる授業を

行う。いろんな疑問が湧いてくる。「みなさんの家のごみ

は、どんなごみがありますか。」調べてノートに書いてい

らっしゃいと問いかけ授業を終える。 

 ごみの追究はおもしろい。生ごみ、ビニールごみ、カ

ン・びんなどいろいろ分かってくる。どこの家庭でも出

るごみ。収集日には、ごみステーションに分別して出さ

れる。何種類に分けられるのか。再利用、リサイクルさ

れることが分かってくる。 

  

本年度は、賞味期限切れの食品を処理されている 

(株)アースクリエイティブも見学させていただいた。 

 まだ、食べられそうなドーナツ・パン、ソーセージ、

弁当などが山積みされている。これらを乾燥させて飼料

を作っておられるそうだ。 

 秋には、廃棄物対策課の職員の方を講師に「ダンボー

ルコンポスト」の体験。ピートモス・籾殻燻炭を入れた

ダンボール箱に、生ごみを投入していく。２，３日経つ

と生ごみが消えていく事実に驚く子ども達。全員がこう

して体験していく。きっとこの子たちが、持続可能な社

会宇部市を創ってくれるだろう。 

 

環境活動団体紹介コーナー 

まちなか環境学習館では、 

皆さんの頑張りを応援しています。 

今年もよろしくお願い致します！ 

学習館一同 

～宇部市立藤山小学校の取り組み～ 

 

これらのごみはど

こへ運ばれていくの

か。ごみ収集車には何

人の方が乗っておら

れるか。服装は？疑問

がまとまったころに、

社会見学としてバス

に乗って環境保全セ

ンター・リサイクル プラザ見学だ。 

 

宇部市立藤山小学校 
教諭 三好保雄 

ワンダフルな 1年になりますように 

Ｕ◕  ᴥ⃝◕Ｕ 柏井 

 


